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凡例




これは「靑野季吉選集」（昭和二十五年八月二十五日　河出書房刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。









文藝運動と勞働階級







一




　或る會の席上で平澤計七氏は、プロレタリア藝術などと言つて見たところで、今のところ勞働階級では、そんなものを讀む者は一人もない。結局知識階級の一部の讀みものに過ぎない。われわれは本當の勞働階級の中へ入つて行く、卽ち勞働階級の目や耳の糧になる藝術をつくらなければならない、といふ意味のことを述べた。そこで平澤氏にしたがふと、今のところ勞働階級の目や耳に直接訴ふるためには、勞働階級集團地で天幕張りでもいいから、芝居をやる、新講談をやる、それがいちばんいいさうである。實際また、平澤氏はそれをその通りに實行してゐる人であることは、誰でも知つてゐる。

　平澤氏のその言葉には、だいぶ誇張もあり、また芝居や新講談の段になると、少し茶氣を帶びて來るが、とにかく、今日プロレタリアの藝術といつても、その讀者はヨリ多く知識階級、乃至は、知識階級の一部と、餘り距りのない勞働階級の一部に止ることは、平澤氏の言の通りである。これは今日のプロレタリア藝術家の名譽のために遺憾なことであるが、事實だから仕方がない。

　理想を言つて見れば、知識階級といふブルジョアの讀むプロレタリア文學などでは仕方のないのは分り切つた話である。プロレタリアの讀むプロレタリア文學でなければ本富でない。事實また今日のプロレタリア作家でも、自分の書いた小說を女の腐つたやうなブルジョアの子弟が讀んでゐるのを傍見した時よりも、まだ勞働階級の人の力强い掌に開かれてゐるのを傍見した場合に、眞に嬉しさを感ずるにちがひ無い。しかし今日ではまだ、そんな場合は極めて尠いし、一二年の間にそれがどうにも成るものでないのは、正直に見てさうである。




二




　しかしそれは讀者——讀まるる範圍から見ての話であつて、且つまた今日のところといふ條件からの話であつて、それだからプロレタリア文學などと言つたところで、駄目なものだとは言はれない。華族の坊ちやんが閑つぶしに長椅子にねそべつて讀まうが、斷髮の飛び上り者が腹匍ひになつて讀まうが、そんなことで、プロレタリア文學の新興藝術としての價値が毛筋一本ほども傷つけられはしないのは言ふまでもない。

　主觀的にプロレタリア作家、批評家から見ると、ブルジョアの油蟬の鳴くやうな藝術ではたまらない。支配階級の應接間の飾物のやうな作品では仕方がない。搾取階級の御用藝術では駄目だ。そんなものは叩きつぶしてしまひ、俺達は俺達自身の言葉を所有しなければならぬ。俺達は俺達自身の生活を創らなければならぬ。そのことによつてブルジョア文學を徹底的に仆さなければならぬとの火のやうな要求から出たのが、プロレタリアの藝術運動なのであるから、そこに客觀的な何者によつても傷つけられぬ現實的意義の存するのは、到底拒むことが出來ない。そして今日の場合では、讀者といふ角度からするよりも、唱導者の主觀といふ角度からする方がプロレタリア文學勃興の意義に接する道であることは、これもまた拒むことが出來ない。

　理想を言へば切りはないが、知識階級に讀まれるプロレタリアの文學でもいいから、とにかく勞働階級がそれ自身の表現を持つ運動を開始したといふところに、劃時代的な意義が存する。母親にしか分らない言葉でもよろしい、とにかく赤ん坊の言葉が赤ん坊自身の口から發されたといふことは、赤ん坊の生長の上に、必然の大飛躍であらねばならない。その言葉が大人にしか解らないからと言つて、赤ん坊の最初の言葉の價値は少しも傷つけられはしない。




三




　だが、勞働階級に讀まれぬといふ事實は、何としても遺憾なことで、プロレタリア作家の張合ひが、大にそのために殺がれることは事實である。勿論、早く世に認められたいとか、一日も早く一かどの作家の列に加はり度いとか、世に所謂文士として大手を振つて通り度いとか言つた、不純な願望を抱いた裏切り者は別として、本當に勞働階級の表現上の解放に盡したい、勞働階級の運動の一積極力となり度いと願ふ作家にとつては、制作上の張合ひが大にぬけるのは、想像するに難くない。

　知識階級——ブルジョアに讀ませる小說なら、ブルジョアが書けば澤山だ。せいぜいのところで、所謂社會文學式のもので事が足りる。啓蒙なら、呪詛なら、それの方が却つて有効でさへある場合がある。プロレタリア藝術は、プロレタリア階級の集合的發言であり度い。その意味でプロレタリア階級の讀む、讀んで積極的建設の進行に役立つものであり度い。さう願望するのが本當であるから、勞働階級に讀まれぬといふことは、『今のところでは』にしたところが、とにかく遺憾千萬である。プロレタリアの藝術運動が、進行するに隨つて、一日も早く勞働階級に入るやうにせねばならぬ。入り得るやうにならねばならぬ。

　或る人は抗議するであらう。今の程度のプロレタリア藝術でも、勞働階級の一部には入つてゐる。何も知識階級——ブルジョアばかりが相手ではないと。勿論、曲りなりにも作家さへ出すまでに發育した勞働階級であるから、それを讀み味へる一部のあるのは、分り切つた話である。僕の言ふのはさうではない。社會主義運動が勞働階級の中へ入らないと言つたつて、勞働階級の如何なる部分も社會主義を解せぬと言ふのではない。社會主義が勞働階級の中へ入つて行つてゐるといふ場合は、量においても、深さにおいても、社會主義が勞働階級の各層に入つて、その動向を左右し得てゐるといふ場合である。それと同じに、プロレタリア文學が勞働階級に讀まれる、入つてゐる場合は、量においても、深さにおいても、勞働階級の各層に入つて、その情意の解放表現に役立つてゐる場合である。その意味で、平澤氏の言よりモツト衝込んだ意味で、今日のプロレタリア文學が、勤勞階級に讀まれてゐない、一日も早く讀まるるやうにせねばならぬと言つたつて、無理はない筈である。




四




　最近革命ロシアから歸つた人の話によると、プロレット・カルトの盛んな、あらゆるものを占有してゐるロシアの勞働階級でも、今日ではまだ、所謂勞働階級の新作家の書いた小說や戲曲などは喜ばず、昔は容易に手に入らなかつた名ある小說を讀みたがつたり、名ある俳優の日本ですれば助六とか勸進帳とかいつたものを見たがつてゐるとのことだ。それがまた本當であらう。革命ロシアでさへさうであるから、大衆は味へる力も買ふ金もなく、前衞は第一段階の仕事のために水火の苦を嘗めてゐる日本の勞働階級では、プロレタリアの文學が勞働階級に入るなどは、思ひもよらない。プロレタリア文學者は、その遺憾は當分遺憾としてとつておいて、文藝の分野からブルジョア支配をぶち破ることを工夫すればよい。さういふ人があるかも知れない。その議論も十分に成り立つ。無理のないところこれが正直でさへある。

　その議論が成り立つ代りに、プロレタリアの文學と、勞働階級乃至は勞働階級の實際運動の距離とが、だいぶ遠くなりさうな氣がする。プロレタリア文學運動なんて役に立つものか、勞働階級の全階級的な鬪爭の戦場では、寧ろ邪魔つけだ。さういふ荒い言葉を、われわれはよく實際運動家の側から聞くが、この大づかみな言葉が、ここに來ると本當になりさうな氣がする。困つたものである。

　ここで一寸、謂ゆる勞働文學者ゴルキーをやつつけたカール・ラデックの言葉を拜借する。『ゴルキーには何故かう、ロシアの農民と勞働者の進行の一切が、分らないのか！　……彼は彼の最良の小說の對𧰼を成してゐるルンペン・プロレタリア的分子の間に生活してゐたが、……半夜、慘めな屋根裏の蠟燭の光で、天文學必携書や、ダーヰンやリーベルドの文明史に讀み耽つたのち、やうやく獲た僅かばかりの知識を、世界中の何ものよりも上に置いて……敎養ある俗物精神に捉はれてしまつた。……彼は全然ロシアの產業勞働者の環境に根をおいてゐない。彼の描く勞働者は、——たまに產業勞働者を描けば——もやもやした民衆の上に巨人のやうに身をもたげてゐる、精神主義的インテリゲンチアになつた勞働者だ。……』

　今日の日本の謂ゆるプロレタリア文學者が、うつかりすると、どうやらラデックからかう言つてやつつけられさうな氣がして仕方がない。實際運動家と藝術家との差だと言つてしまへばそれまでだが、プロレタリアの藝術運動が、それではあまり根がなさ過ぎることになる。




五




　そこで結局、それだけは言へる。日本のプロレタリア文學者は、知識階級の讀むプロレタリアの藝術を書くといふ、變てこな過渡的現𧰼は氣にかけないで、精進する。その精進とは、永遠の價値とか藝術的價値とかいつたブルジョアが半世紀も一世紀も前に言つた寢言に目もくれず、今日の日本の勞働階級の生きた言葉でずんずんつき詰めたプロレタリアの藝術を創造して行く。そして勞働者の群から出たなどといふ事實を唯一の强味とはしないで、勞働階級の全階級的進行に沿つて、獨り手にその藝術が階級内部の支持の上に立つやうに心掛けることだ。それがこの際執る可き道だと。

　生田長江氏に依ると、（讀賣）『プロレタリア作家に對する私共の不滿は殆んど悉く……思想上の立脚地に對する不滿』で、『特に現代の資本主義經濟的組織によつて虐壓汚毒されてゐるのが、單に無產階級許りであると考へ、又感じてゐる社會感の不徹底さは、どれだけ彼等の作品を奧行きのない、深味のないものにしてゐるか分らない』さうである。そんな馬鹿な話はない。今日の日本のプロレタリア作家で、今の世に虐壓汚毒されてゐる者は無產階級ばかりで、例ヘば中產階級は愛撫尊重されてゐるなどと考へてゐる者は半人もない。このひがんだ言葉は僕が代表して生田氏に返上する。ただ日本の今日のプロレタリア作家が、虐壓汚毒されてゐるものの中で、未來の世界を創るものはプロレタリア階級だけだ、その意味で今日積極的な創造の道をとり得るものはプロレタリア階級だけだと、どれだけハツキリ解つてゐるかどうか、それが問題になり得るだけである。

　ところで生田氏にすぐさま返上の出來ない言葉が、その先にある。生田氏によるとかうだ。『自分一人が偶然にでも、ブルジョアらしいものになり得たならば、それつきり「問題」が消えてしまひさうに思ヘる。小さなプロレタリア的羨望嫉妬、小さなプロレタリア的怨恨憎惡を無批判に肯し云々』この言葉が、そつくり當てはまるプロレタリア作家は、日本の隅々を搜したつてあるまいが、この言葉がある程度まで胸にこたヘるプロレタリア作家はありさうである。全階級的進行に沿へとの僕の一文は、その不安が先づうごいて出來上つたものである。
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